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串
く し し た

下　一
はじめ

 会長

　

介
護
や
子
育
て
な
ど
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
悩
み
に
寄
り
添
う
地
域
の
相
談

役
で
す
。
地
域
で
孤
立
す
る
人
が
い
な
い
よ
う
、
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
結
ぶ

　

見
守
り
の
赤
い
糸

住
民
に
寄
り
添
う　

民
生･

児
童
委
員

　

民
生
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
、
地
域
の
福
祉
を

担
う
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
任
期
は
３
年
。
児
童
委
員
を

兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
民
生
・

児
童
委
員
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
約
23
万
人
、
本
市
で
は

90
人
が
委
嘱
さ
れ
、
高
齢
者
を
は

じ
め
障
が
い
の
あ
る
人
や
子
育
て

に
悩
ん
で
い
る
人
、
子
ど
も
な

ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き

る
よ
う
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
の
う
ち
６
人
は
、

主
任
児
童
委
員
と
し
て
児
童
福
祉

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担

当
。
年
々
増
加
す
る
児
童
虐
待
の

防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
、
各
区

域
の
委
員
と
協
力
し
て
子
ど
も
を

守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子･

高
齢
化
、
核
家
族
化
が

進
み
、
家
族
や
地
域
社
会
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
た
と
言
わ
れ
る
昨

今
。
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、
一

人
一
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の

中
で
活
動
す
る
民
生･

児
童
委
員

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の

悩
み
に
寄
り
添
い
、
住
民

と
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を
果

た
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
民
生･

児

童
委
員
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　

基
本
的
に
は
１
人
の
委
員
が
１

２
０
〜
２
８
０
世
帯
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
が
主
で

す
が
、
困
り
ご
と
の
相
談
、
行
政

な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
、
高
齢

者
サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も

研
修
会
や
月
１
回
の
定
例
会
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制
度
の
勉
強
や

委
員
同
士
の
情
報
交
換
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
市
の
南
部
は

子
ど
も
の
人
口
が
増
え
て
い
る
た

め
相
談
が
増
え
、
子
育
て
サ
ロ
ン

や
学
校
と
の
連
携
の
輪
も
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
委
員
も
周
り
の
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、｢

地
域

に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば｣

と
い
う

思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

に
知
り
合
い
が
増
え
、
皆
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
が
深
ま
る
こ
と
が
何

よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

　

自
分
の
家
の
こ
と
を
あ
ま
り
知

ら
れ
た
く
な
い
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
委
員
に
は

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
在
任
中

は
も
ち
ろ
ん
、
退
任
後
も
秘
密
は

守
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

民生委員制度は100周年
　民生委員制度の原型である岡山県の「済世顧
問制度」が創設された大正6（1917）年から
数え、民生委員制度は平成29年で創設100周
年を迎えました。また、民生委員が兼務してい
る児童委員制度は創設70周年です。

平成27年度
委員１人当たりの年間平均活動件数

平成27年度 相談･支援の内容と件数

民生･児童委員のバッジ
民生委員の「み」の文字と児童
委員を示す双葉を組み合わせ、
平和のシンボルの鳩をかたどっ
て、愛情と奉仕を表しています。

西部（旧西合志地区）の委員はオレンジ色、
東部（旧合志地区）の委員は緑色のユニフ
ォームが目印です。(イベント時などに着用）

熱心に勉強会に参加する委員

課題解決に向けた取り組みを話し合う委
員。互いの協力体制や信頼関係も重要

活動内容 数 具体例

訪問･連絡 204回
一人暮らし高齢
者の見守りなど

相談･支援   19件
福祉サービスな
どに関する相談

地域活動 184件
サロン活動や委
員の勉強会など

連絡調整 112回
市や社会福祉協
議会などへの連
絡調整

活動日数 175日

（件）
在宅福祉
介護保険

健康・保健医療
子育て・母子保健

子どもの地域生活
子どもの教育･学校生活

生活費
年金・保険

仕事
家族関係

住居
生活環境

日常的な支援
その他

179
74

119
105

162
114

13
4
1

92
52
118

407
308

高齢者に
関すること

997

子どもに関すること
404

障がい者に関すること
161

その他186

分野別内訳（件）
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